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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データに応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞と該特別
入賞以外の一般入賞とを含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事
前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する旨が決定され
る判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の設定値のうちか
ら、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
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段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前記設定値が新たに設定されたことを条件
に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能化解
除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避
するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　通常ゲームにおいて前記特別入賞が発生したときに特別遊技状態に移行させる特別遊技
状態移行手段と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞が前記通常ゲームより
も高い確率で発生する特別ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記設定値設定手段により設定された
設定値の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞と前記一般入賞
の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定データを含む、
複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範
囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲
特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定データを前記設定値
の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データに加算する加算手段と、
　前記加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された
判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを加算対象
としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定
手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲特定データ
により特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定されたときには
、前記特別入賞と前記一般入賞の両方の発生を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段の記憶領域における前記未使用スタック領域特
定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎に初期化し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定されたときに、前記特別ゲームの制御を開始する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項２】
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　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データに応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞と該特別
入賞以外の一般入賞とを含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事
前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する旨が決定され
る判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の設定値のうちか
ら、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前記設定値が新たに設定されたことを条件
に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能化解
除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避
するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　通常ゲームにおいて前記特別入賞が発生したときに特別遊技状態に移行させる特別遊技
状態移行手段と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞が前記通常ゲームより
も高い確率で発生する特別ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記設定値設定手段により設定された
設定値の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞と前記一般入賞
の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定データを含む、
複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範
囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲
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特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定データを前記設定値
の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データから減算する減算手段と、
　前記減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された
判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを減算対象
としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定
手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲特定データ
により特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定されたときには
、前記特別入賞と前記一般入賞の両方の発生を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段の記憶領域における前記未使用スタック領域特
定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎に初期化し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定されたときに、前記特別ゲームの制御を開始する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項３】
　前記特別ゲーム制御手段は、前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊
技状態の終了とともに前記特別ゲームの制御を終了するとともに、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態の終了条件が成立したか否かの判定が行
われた後、該特別遊技状態の終了条件が成立していないと判定された場合のみ前記特別ゲ
ームに制御されているか否かを判定する
　ことを特徴とする請求項１または２に記載のスロットマシン。
【請求項４】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データに応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞と該特別
入賞以外の一般入賞とを含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事
前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する旨が決定され
る判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の設定値のうちか
ら、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
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　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前記設定値が新たに設定されたことを条件
に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能化解
除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避
するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　通常ゲームにおいて前記特別入賞が発生したときに特別遊技状態に移行させる特別遊技
状態移行手段と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞が前記通常ゲームより
も高い確率で発生する特別ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記設定値設定手段により設定された
設定値の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞と前記一般入賞
の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定データを含む、
複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範
囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲
特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定データを前記設定値
の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データに加算する加算手段と、
　前記加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された
判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを加算対象
としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定
手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲特定データ
により特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定されたときには
、前記特別入賞と前記一般入賞の両方の発生を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段の記憶領域における前記未使用スタック領域特



(6) JP 2007-152022 A5 2010.9.9

定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎に初期化し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了したときに、前記特別ゲームの制御を再開する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項５】
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データに応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞と該特別
入賞以外の一般入賞とを含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事
前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する旨が決定され
る判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の設定値のうちか
ら、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前記設定値が新たに設定されたことを条件
に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能化解
除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避
するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　通常ゲームにおいて前記特別入賞が発生したときに特別遊技状態に移行させる特別遊技
状態移行手段と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞が前記通常ゲームより
も高い確率で発生する特別ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記設定値設定手段により設定された
設定値の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞と前記一般入賞
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の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定データを含む、
複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範
囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲
特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定データを前記設定値
の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データから減算する減算手段と、
　前記減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された
判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを減算対象
としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定
手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲特定データ
により特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定されたときには
、前記特別入賞と前記一般入賞の両方の発生を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段の記憶領域における前記未使用スタック領域特
定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎に初期化し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了したときに、前記特別ゲームの制御を再開する
　ことを特徴とするスロットマシン。
【請求項６】
　前記特別ゲーム制御手段は、
　前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊技状態の終了とともに前記特
別ゲームの制御を終了するとともに、
　前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了し、該特別ゲームの制御が終
了したときに、前記特別遊技状態の終了条件が成立したか否かの判定が行われた後、該特
別遊技状態の終了条件が成立していないと判定された場合のみ前記特別ゲームの制御を再
開する
　ことを特徴とする請求項４または５に記載のスロットマシン。
【請求項７】
　前記特別ゲームに制御されている旨を示す特別ゲーム信号を外部出力するための制御を
行う外部出力制御手段を備え、
　前記外部出力制御手段は、前記特別ゲームが終了し、再度特別ゲームに制御されるとき
に、前記特別ゲーム信号の出力を所定時間停止した後、再度出力を開始する制御を行う、
　ことを特徴とする請求項１～６のいずれかに記載のスロットマシン。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
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【補正の内容】
【０００５】
【特許文献１】特開２００２－８５６４６号公報
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
　本発明は、このような問題点に着目してなされたものであり、特別遊技状態への移行に
伴う遊技者の興趣を高めることができるスロットマシンを提供することを目的とする。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１１】
　上記課題を解決するために、本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データに応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞と該特別
入賞以外の一般入賞とを含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事
前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する旨が決定され
る判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の設定値のうちか
ら、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
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　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前記設定値が新たに設定されたことを条件
に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能化解
除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避
するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　通常ゲームにおいて前記特別入賞が発生したときに特別遊技状態に移行させる特別遊技
状態移行手段と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞が前記通常ゲームより
も高い確率で発生する特別ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記設定値設定手段により設定された
設定値の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞と前記一般入賞
の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定データを含む、
複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範
囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲
特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定データを前記設定値
の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データに加算する加算手段と、
　前記加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された
判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを加算対象
としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定
手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲特定データ
により特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定されたときには
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、前記特別入賞と前記一般入賞の両方の発生を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段の記憶領域における前記未使用スタック領域特
定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎に初期化し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定されたときに、前記特別ゲームの制御を開始する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態に制御されている間、１ゲーム毎に特別ゲームに制御
されているか否かが判定され、特別ゲームに制御されていなければ特別ゲームの制御が開
始されることにより、特別遊技状態において遊技用価値を最も速く増加させることができ
るので、従来のように何らかの入賞に伴い特別ゲームの制御が開始されるよりも特別遊技
状態への移行に伴う遊技者の興趣を高めることができる。
　また、１ゲーム毎に特別ゲームに制御されているか否かの判定が行われるため、特別遊
技状態の各ゲームの制御プログラムを共通化することができるのでプログラム容量を削減
することができる。
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データに応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞と該特別
入賞以外の一般入賞とを含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事
前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する旨が決定され
る判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の設定値のうちか
ら、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前記設定値が新たに設定されたことを条件
に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能化解
除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避
するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
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　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　通常ゲームにおいて前記特別入賞が発生したときに特別遊技状態に移行させる特別遊技
状態移行手段と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞が前記通常ゲームより
も高い確率で発生する特別ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記設定値設定手段により設定された
設定値の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞と前記一般入賞
の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定データを含む、
複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範
囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲
特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定データを前記設定値
の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データから減算する減算手段と、
　前記減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された
判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを減算対象
としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定
手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲特定データ
により特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定されたときには
、前記特別入賞と前記一般入賞の両方の発生を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段の記憶領域における前記未使用スタック領域特
定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎に初期化し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定されたときに、前記特別ゲームの制御を開始する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態に制御されている間、１ゲーム毎に特別ゲームに制御
されているか否かが判定され、特別ゲームに制御されていなければ特別ゲームの制御が開
始されることにより、特別遊技状態において遊技用価値を最も速く増加させることができ
るので、従来のように何らかの入賞に伴い特別ゲームの制御が開始されるよりも特別遊技
状態への移行に伴う遊技者の興趣を高めることができる。
　また、１ゲーム毎に特別ゲームに制御されているか否かの判定が行われるため、特別遊
技状態の各ゲームの制御プログラムを共通化することができるのでプログラム容量を削減
することができる。
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　尚、請求項１、２において所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以
上の賭数が設定されることや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるように
しても良い。また、複数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることでゲームが
開始可能となるようにしても良い。
　また、請求項１、２において前記付与入賞とは、入賞の発生に伴い遊技用価値が付与さ
れるものであれば良く、通常ゲームと特別ゲームとで同一種類の付与入賞が発生するもの
であっても良いし、異なる種類の付与入賞が発生するものであっても良い。
　また、請求項１、２において前記特別ゲーム制御手段が、前記特別ゲームに所定期間制
御するとは、特別ゲームが開始すると、予め定められた規定のゲーム数（１ゲームであっ
ても良いし、複数ゲームであっても良い）に到達するまで特別ゲームに制御するものであ
っても良いし、特別ゲームが開始した後、予め定められた特別ゲームの終了条件（例えば
、規定回数（１回であっても良いし、複数回であっても良い）の入賞が発生することなど
）が成立するまで特別ゲームに制御するものであっても良い。更に、特別ゲームが開始し
てから予め定められた規定のゲーム数に到達するか、予め定められた特別ゲームの終了条
件が成立するか、のいずれかまで特別ゲームに制御するものであっても良い。
　また、請求項１、２において前記特別ゲーム制御手段は、前記特別遊技状態の開始とと
もに前記特別ゲームの制御を開始するようにしても良く、このようにした場合には、特別
遊技状態に制御されている間、特別ゲームにのみ制御すれば良いので、特別遊技状態への
移行に伴う制御を簡素化することができる。
　また、請求項１、２において前記特別ゲーム判定手段は、各ゲームの終了時に前記特別
ゲームに制御されているか否かの判定を行うとともに、前記特別入賞が発生したゲームを
特別遊技状態と認識し、該特別入賞が発生したゲームにおいても前記特別ゲームに制御さ
れているか否かを判定するようにしても良く、このようにした場合にも、特別遊技状態に
制御されている間、特別ゲームにのみ制御すれば良いので、特別遊技状態への移行に伴う
制御を簡素化することができる。
　また、請求項１、２において前記特別ゲーム判定手段は、前記特別入賞が発生したゲー
ムを特別遊技状態と認識せず、各ゲームの開始時に前記特別ゲームに制御されているか否
かの判定を行うようにしても良く、このようにした場合にも、特別遊技状態に制御されて
いる間、特別ゲームにのみ制御すれば良いので、特別遊技状態への移行に伴う制御を簡素
化することができる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１２
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１２】
　本発明の請求項３に記載のスロットマシンは、請求項１または２に記載のスロットマシ
ンであって、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊
技状態の終了とともに前記特別ゲームの制御を終了するとともに、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態の終了条件が成立したか否かの判定が行
われた後、該特別遊技状態の終了条件が成立していないと判定された場合のみ前記特別ゲ
ームに制御されているか否かを判定する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別ゲームに制御されているか否かの判定が、特別遊技状態の終了
条件が成立しているか否かの判定が行われた後、特別遊技状態の終了条件が成立していな
いと判定された場合にのみ行われるので、特別遊技状態が終了してしまうにも関わらず、
特別ゲームを開始するための判定、すなわち不要な判定が行われることがない。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１３
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１３】
　本発明の請求項４に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データに応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞と該特別
入賞以外の一般入賞とを含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事
前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する旨が決定され
る判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の設定値のうちか
ら、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前記設定値が新たに設定されたことを条件
に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能化解
除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避
するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　通常ゲームにおいて前記特別入賞が発生したときに特別遊技状態に移行させる特別遊技
状態移行手段と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞が前記通常ゲームより
も高い確率で発生する特別ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記設定値設定手段により設定された
設定値の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞と前記一般入賞
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の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定データを含む、
複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範
囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲
特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定データを前記設定値
の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データに加算する加算手段と、
　前記加算手段の加算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された
判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを加算対象
としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定
手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲特定データ
により特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定されたときには
、前記特別入賞と前記一般入賞の両方の発生を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段の記憶領域における前記未使用スタック領域特
定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎に初期化し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了したときに、前記特別ゲームの制御を再開する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態に制御されている間、特別ゲームの制御が終了したと
きに、特別ゲームが再開されることにより、特別遊技状態において遊技用価値を最も速く
増加させることができるので、従来のように何らかの入賞に伴い特別ゲームの制御が開始
されるよりも特別遊技状態への移行に伴う遊技者の興趣を高めることができる。
　また、特別ゲームの制御が終了したときのみ特別ゲームを再作動させるための処理を行
えば良いので、特別ゲームの制御が終了していない状態で不要な処理が行われることがな
い。
　本発明の請求項５に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲームが開始
可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報を変動表示可能な可変表示装
置の表示結果が導出表示されることにより１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果
に応じて入賞が発生可能とされたスロットマシンであって、
　所定の範囲内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定のタイミングで判定用
数値データとして予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データに応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態への移行を伴う特別入賞と該特別
入賞以外の一般入賞とを含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事
前決定手段と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する旨が決定され
る判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段の操作に基づいて、前記事前決定
手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が異なる複数種類の設定値のうちか
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ら、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手段と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段と、
　前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常か否かを判定する記憶データ判定手
段と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段に記憶されているデータが正常では
ないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態において、前記設定操作手
段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前記設定値が新たに設定されたことを条件
に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能とする不能化解
除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段が使用中のデータを前記スタック領域に退避
するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段が使用する
データとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　前記データ記憶手段における記憶領域の少なくとも一部を初期化する初期化手段と、
　通常ゲームにおいて前記特別入賞が発生したときに特別遊技状態に移行させる特別遊技
状態移行手段と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞が前記通常ゲームより
も高い確率で発生する特別ゲームに所定期間制御する特別ゲーム制御手段と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データは、前記設定値設定手段により設定された
設定値の種類に関わらずに同一の範囲内で更新され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞と前記一般入賞
の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範囲特定データを含む、
複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定データのうち第１の範
囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納領域と、該複数の範囲
特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特定データを前記設定値
の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タを、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データから減算する減算手段と、
　前記減算手段の減算結果が前記所定の範囲を越えたときに、前記判定領域に入力された
判定用数値データが、該所定の範囲を越えたときに判定値の個数を示すデータを減算対象
としていた範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定
手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データが前記重複範囲特定データ
により特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段により判定されたときには
、前記特別入賞と前記一般入賞の両方の発生を許容する旨を決定し、
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　前記初期化手段は、前記データ記憶手段の記憶領域における前記未使用スタック領域特
定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎に初期化し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了したときに、前記特別ゲームの制御を再開する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態に制御されている間、特別ゲームの制御が終了したと
きに、特別ゲームが再開されることにより、特別遊技状態において遊技用価値を最も速く
増加させることができるので、従来のように何らかの入賞に伴い特別ゲームの制御が開始
されるよりも特別遊技状態への移行に伴う遊技者の興趣を高めることができる。
　また、特別ゲームの制御が終了したときのみ特別ゲームを再作動させるための処理を行
えば良いので、特別ゲームの制御が終了していない状態で不要な処理が行われることがな
い。
　尚、請求項４、５において所定数の賭数とは、少なくとも１以上の賭数であって、２以
上の賭数が設定されることや最大賭数が設定されることでゲームが開始可能となるように
しても良い。また、複数の遊技状態に応じて定められた賭数が設定されることでゲームが
開始可能となるようにしても良い。
　また、請求項４、５において前記付与入賞とは、入賞の発生に伴い遊技用価値が付与さ
れるものであれば良く、通常ゲームと特別ゲームとで同一種類の付与入賞が発生するもの
であっても良いし、異なる種類の付与入賞が発生するものであっても良い。
　また、請求項４、５において前記特別ゲーム制御手段が、前記特別ゲームに所定期間制
御するとは、特別ゲームが開始すると、予め定められた規定のゲーム数（１ゲームであっ
ても良いし、複数ゲームであっても良い）に到達するまで特別ゲームに制御するものであ
っても良いし、特別ゲームが開始した後、予め定められた特別ゲームの終了条件（例えば
、規定回数（１回であっても良いし、複数回であっても良い）の入賞が発生することなど
）が成立するまで特別ゲームに制御するものであっても良い。更に、特別ゲームが開始し
てから予め定められた規定のゲーム数に到達するか、予め定められた特別ゲームの終了条
件が成立するか、のいずれかまで特別ゲームに制御するものであっても良い。
　また、請求項４、５において前記特別ゲーム制御手段は、前記特別遊技状態の開始とと
もに前記特別ゲームの制御を開始するようにしても良く、このようにした場合には、特別
遊技状態に制御されている間、特別ゲームにのみ制御すれば良いので、特別遊技状態への
移行に伴う制御を簡素化することができる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　本発明の請求項６に記載のスロットマシンは、請求項４または５に記載のスロットマシ
ンであって、
　前記特別ゲーム制御手段は、
　前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊技状態の終了とともに前記特
別ゲームの制御を終了するとともに、
　前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了し、該特別ゲームの制御が終
了したときに、前記特別遊技状態の終了条件が成立したか否かの判定が行われた後、該特
別遊技状態の終了条件が成立していないと判定された場合のみ前記特別ゲームの制御を再
開する
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別遊技状態の終了条件が成立しているか否かの判定が行われた後
、特別遊技状態の終了条件が成立していないと判定された場合にのみ特別ゲームが再開さ
れるので、特別遊技状態が終了してすぐに終了してしまうにも関わらず特別ゲームが再開
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されてしまうことがない。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
　本発明の請求項７に記載のスロットマシンは、請求項１～６のいずれかに記載のスロッ
トマシンであって、
　前記特別ゲームに制御されている旨を示す特別ゲーム信号を外部出力するための制御を
行う外部出力制御手段を備え、
　前記外部出力制御手段は、前記特別ゲームが終了し、再度特別ゲームに制御されるとき
に、前記特別ゲーム信号の出力を所定時間停止した後、再度出力を開始する制御を行う
　ことを特徴としている。
　この特徴によれば、特別ゲームが終了し、再度特別ゲームに制御されるときには、特別
ゲーム信号の出力が所定時間停止するので、特別ゲームが一旦途切れたことを当該信号を
入力した外部機器にて判別することが可能となり、例えば、外部出力された信号からスロ
ットマシンが正常に動作しているか否かなどの試験を適正に実施することができる。
　尚、外部出力制御手段が前記ゲーム信号の出力を停止する時間は、外部機器で信号の途
切れたことを判別できる程度の時間であれば良い。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５８４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５８４】
　本発明の請求項１に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　所定の範囲（０～１６３８３）内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定の
タイミング（スタートスイッチ７の検出時）で判定用数値データ（内部抽選用の乱数）と
して予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段（ＣＰＵ４１ａによる乱数取
得処理）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データ（内部抽選用の乱数）に応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボ
ーナス）への移行を伴う特別入賞（特別役）と該特別入賞以外の一般入賞（一般役）とを
含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手段（内部抽選）
と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
（判定値数）を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する
旨が決定される判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂに
おける役別テーブル及び判定値数の格納領域）と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段（リセット／設定スイッチ３６）
の操作に基づいて、前記事前決定手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が
異なる複数種類の設定値のうちから、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手
段（設定変更処理）と、
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　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）と、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）に記憶されているデータが正常か否かを判定する
記憶データ判定手段（ＲＡＭパリティの判定及び破壊診断用データの判定）と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）に記憶されている
データが正常ではないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段（ＲＡ
Ｍ異常エラー）と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態（ＲＡＭ異常エラーに伴う
エラー状態）において、前記設定操作手段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前
記設定値が新たに設定されたこと（設定変更処理により新たに設定値が選択・設定された
こと）を条件に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能と
する不能化解除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段（メイン制御部４１）が使用中のデータを前
記スタック領域に退避するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段（メイン制
御部４１）が使用するデータとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）における記憶領域の少なくとも一部を初期化する
初期化手段（ＲＡＭ４１ｃの初期化）と、
　通常ゲーム（通常遊技状態）において前記特別入賞（ビッグボーナス）が発生したとき
に特別遊技状態（ビッグボーナス）に移行させる特別遊技状態移行手段（ＣＰＵ４１ａは
、ビッグボーナス入賞時にビッグボーナスへ移行させる制御を行う）と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞（小役）が前記通常ゲ
ームよりも高い確率で発生する特別ゲーム（レギュラーボーナス）に所定期間（１２ゲー
ムに到達するか、８回入賞するまでの期間）制御する特別ゲーム制御手段（ＣＰＵ４１ａ
は、ビッグボーナス中にレギュラーボーナスへ移行させる制御を行い、１２ゲームに到達
するか８回入賞すると終了させる制御を行う）と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段（ＣＰＵ４１ａは、ビッグボーナス中にレギュラーボーナスが未作動か否かを
判定する）と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データ（内部抽選用の乱数）は、前記設定値設定
手段により設定された設定値の種類に関わらずに同一の範囲（０～１６３８３）内で更新
され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）と前
記一般入賞（一般役）の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範
囲特定データを含む、複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定
データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納
領域と、該複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特
定データを前記設定値の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タ（判定値数）を、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱
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数）に加算する加算手段と、
　前記加算手段の加算結果が前記所定の範囲（０～１６３８３）を越えたときに、前記判
定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱数）が、該所定の範囲を越えたと
きに判定値の個数を示すデータ（判定値数）を加算対象としていた範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱数）が前
記重複範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段によ
り判定されたときには、前記特別入賞（特別役）と前記一般入賞（一般役）の両方の発生
を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域における前記未使
用スタック領域特定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎（ゲーム終了
時）に初期化し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し（ＣＰＵ４１ａは、ビッグボーナス中にレギュラーボーナ
スが未作動か否かを１ゲーム毎に判定する）、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定されたときに、前記特別ゲームの制御を開始する（ＣＰＵ４１ａは、ビッ
グボーナス中にレギュラーボーナスが未作動であると判定したときに、レギュラーボーナ
スへ移行させる）
　ことを特徴としている。
　本発明の請求項２に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　所定の範囲（０～１６３８３）内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定の
タイミング（スタートスイッチ７の検出時）で判定用数値データ（内部抽選用の乱数）と
して予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段（ＣＰＵ４１ａによる乱数取
得処理）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データ（内部抽選用の乱数）に応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボ
ーナス）への移行を伴う特別入賞（特別役）と該特別入賞以外の一般入賞（一般役）とを
含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手段（内部抽選）
と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
（判定値数）を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する
旨が決定される判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂに
おける役別テーブル及び判定値数の格納領域）と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段（リセット／設定スイッチ３６）
の操作に基づいて、前記事前決定手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が
異なる複数種類の設定値のうちから、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手
段（設定変更処理）と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）と、
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　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）に記憶されているデータが正常か否かを判定する
記憶データ判定手段（ＲＡＭパリティの判定及び破壊診断用データの判定）と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）に記憶されている
データが正常ではないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段（ＲＡ
Ｍ異常エラー）と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態（ＲＡＭ異常エラーに伴う
エラー状態）において、前記設定操作手段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前
記設定値が新たに設定されたこと（設定変更処理により新たに設定値が選択・設定された
こと）を条件に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能と
する不能化解除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段（メイン制御部４１）が使用中のデータを前
記スタック領域に退避するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段（メイン制
御部４１）が使用するデータとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）における記憶領域の少なくとも一部を初期化する
初期化手段（ＲＡＭ４１ｃの初期化）と、
　通常ゲーム（通常遊技状態）において前記特別入賞（ビッグボーナス）が発生したとき
に特別遊技状態（ビッグボーナス）に移行させる特別遊技状態移行手段（ＣＰＵ４１ａは
、ビッグボーナス入賞時にビッグボーナスへ移行させる制御を行う）と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞（小役）が前記通常ゲ
ームよりも高い確率で発生する特別ゲーム（レギュラーボーナス）に所定期間（１２ゲー
ムに到達するか、８回入賞するまでの期間）制御する特別ゲーム制御手段（ＣＰＵ４１ａ
は、ビッグボーナス中にレギュラーボーナスへ移行させる制御を行い、１２ゲームに到達
するか８回入賞すると終了させる制御を行う）と、
　前記特別遊技状態において前記特別ゲームに制御されているか否かを判定する特別ゲー
ム判定手段（ＣＰＵ４１ａは、ビッグボーナス中にレギュラーボーナスが未作動か否かを
判定する）と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データ（内部抽選用の乱数）は、前記設定値設定
手段により設定された設定値の種類に関わらずに同一の範囲（０～１６３８３）内で更新
され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）と前
記一般入賞（一般役）の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範
囲特定データを含む、複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定
データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納
領域と、該複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特
定データを前記設定値の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タ（判定値数）を、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱
数）から減算する減算手段と、
　前記減算手段の減算結果が前記所定の範囲（０～１６３８３）を越えたときに、前記判
定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱数）が、該所定の範囲を越えたと
きに判定値の個数を示すデータ（判定値数）を減算対象としていた範囲特定データにより
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特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱数）が前
記重複範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段によ
り判定されたときには、前記特別入賞（特別役）と前記一般入賞（一般役）の両方の発生
を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域における前記未使
用スタック領域特定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎（ゲーム終了
時）に初期化し、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態において１ゲーム毎に前記特別ゲームに
制御されているか否かを判定し（ＣＰＵ４１ａは、ビッグボーナス中にレギュラーボーナ
スが未作動か否かを１ゲーム毎に判定する）、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲーム判定手段により前記特別ゲームに制御され
ていないと判定されたときに、前記特別ゲームの制御を開始する（ＣＰＵ４１ａは、ビッ
グボーナス中にレギュラーボーナスが未作動であると判定したときに、レギュラーボーナ
スへ移行させる）
　ことを特徴としている。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５８５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５８５】
　本発明の請求項３に記載のスロットマシンは、請求項１または２に記載のスロットマシ
ンであって、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊
技状態の終了とともに前記特別ゲームの制御を終了するとともに（ＣＰＵ４１ａは、レギ
ュラーボーナスの終了条件が成立したか否かに関わらず、ビッグボーナス中のメダルの払
出総数が４６６枚に到達したときにビッグボーナスを終了させる制御を行う）、
　前記特別ゲーム判定手段は、前記特別遊技状態の終了条件が成立したか否かの判定が行
われた後、該特別遊技状態の終了条件が成立していないと判定された場合のみ前記特別ゲ
ームに制御されているか否かを判定する（ＣＰＵ４１ａは、ビッグボーナス中のメダルの
払出総数が４６６枚に到達したか否かの判定を行った後、４６６枚に到達していないと判
定したときに、レギュラーボーナスが未作動か否かを判定する）
　ことを特徴としている。
【手続補正１５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５８６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５８６】
　本発明の請求項４に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　所定の範囲（０～１６３８３）内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定の
タイミング（スタートスイッチ７の検出時）で判定用数値データ（内部抽選用の乱数）と
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して予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段（ＣＰＵ４１ａによる乱数取
得処理）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データ（内部抽選用の乱数）に応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボ
ーナス）への移行を伴う特別入賞（特別役）と該特別入賞以外の一般入賞（一般役）とを
含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手段（内部抽選）
と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
（判定値数）を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する
旨が決定される判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂに
おける役別テーブル及び判定値数の格納領域）と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段（リセット／設定スイッチ３６）
の操作に基づいて、前記事前決定手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が
異なる複数種類の設定値のうちから、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手
段（設定変更処理）と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）と、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）に記憶されているデータが正常か否かを判定する
記憶データ判定手段（ＲＡＭパリティの判定及び破壊診断用データの判定）と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）に記憶されている
データが正常ではないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段（ＲＡ
Ｍ異常エラー）と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態（ＲＡＭ異常エラーに伴う
エラー状態）において、前記設定操作手段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前
記設定値が新たに設定されたこと（設定変更処理により新たに設定値が選択・設定された
こと）を条件に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能と
する不能化解除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段（メイン制御部４１）が使用中のデータを前
記スタック領域に退避するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段（メイン制
御部４１）が使用するデータとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）における記憶領域の少なくとも一部を初期化する
初期化手段（ＲＡＭ４１ｃの初期化）と、
　通常ゲーム（通常遊技状態）において前記特別入賞（ビッグボーナス）が発生したとき
に特別遊技状態（ビッグボーナス）に移行させる特別遊技状態移行手段（ＣＰＵ４１ａは
、ビッグボーナス入賞時にビッグボーナスへ移行させる制御を行う）と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞（小役）が前記通常ゲ
ームよりも高い確率で発生する特別ゲーム（レギュラーボーナス）に所定期間（１２ゲー
ムに到達するか、８回入賞するまでの期間）制御する特別ゲーム制御手段（ＣＰＵ４１ａ
は、ビッグボーナス中にレギュラーボーナスへ移行させる制御を行い、１２ゲームに到達
するか８回入賞すると終了させる制御を行う）と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データ（内部抽選用の乱数）は、前記設定値設定
手段により設定された設定値の種類に関わらずに同一の範囲（０～１６３８３）内で更新
され、
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　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）と前
記一般入賞（一般役）の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範
囲特定データを含む、複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定
データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納
領域と、該複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特
定データを前記設定値の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タ（判定値数）を、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱
数）に加算する加算手段と、
　前記加算手段の加算結果が前記所定の範囲（０～１６３８３）を越えたときに、前記判
定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱数）が、該所定の範囲を越えたと
きに判定値の個数を示すデータ（判定値数）を加算対象としていた範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱数）が前
記重複範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段によ
り判定されたときには、前記特別入賞（特別役）と前記一般入賞（一般役）の両方の発生
を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域における前記未使
用スタック領域特定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎（ゲーム終了
時）に初期化し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了したときに、前記特別ゲームの制御を再開する（ＣＰＵ４
１ａは、ビッグボーナス中のレギュラーボーナス終了時に、再度レギュラーボーナスに移
行させる制御を行う）
　ことを特徴としている。
　本発明の請求項５に記載のスロットマシンは、
　遊技用価値（メダル）を用いて１ゲームに対して所定数の賭数を設定することによりゲ
ームが開始可能となるとともに、各々が識別可能な複数種類の識別情報（図柄）を変動表
示可能な可変表示装置（リール２Ｌ、２Ｃ、２Ｒ）の表示結果が導出表示されることによ
り１ゲームが終了し、該可変表示装置の表示結果に応じて入賞が発生可能とされたスロッ
トマシン（スロットマシン１）であって、
　所定の範囲（０～１６３８３）内において更新される数値データを、ゲーム毎に所定の
タイミング（スタートスイッチ７の検出時）で判定用数値データ（内部抽選用の乱数）と
して予め定められた判定領域に入力する数値データ入力手段（ＣＰＵ４１ａによる乱数取
得処理）と、
　前記可変表示装置の表示結果が導出されるより前に、前記判定領域に入力された判定用
数値データ（内部抽選用の乱数）に応じて遊技者にとって有利な特別遊技状態（ビッグボ
ーナス）への移行を伴う特別入賞（特別役）と該特別入賞以外の一般入賞（一般役）とを
含む複数種類の入賞について発生を許容するか否かを決定する事前決定手段（内部抽選）
と、
　前記事前決定手段の決定対象となる入賞の種類毎に定められ、各々が該事前決定手段に
より発生を許容する旨が決定されることとなる判定値の個数を示す複数の範囲特定データ
（判定値数）を記憶し、該複数の範囲特定データにより前記決定対象毎に導出を許容する
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旨が決定される判定値の範囲を特定可能とする範囲特定データ記憶手段（ＲＯＭ４１ｂに
おける役別テーブル及び判定値数の格納領域）と、
　前記スロットマシンの内部に設けられた設定操作手段（リセット／設定スイッチ３６）
の操作に基づいて、前記事前決定手段により入賞の発生を許容する旨が決定される確率が
異なる複数種類の設定値のうちから、いずれかの設定値を選択して設定する設定値設定手
段（設定変更処理）と、
　データを読み出し及び書き込み可能に記憶する記憶領域を有する記憶手段であり、前記
記憶領域として前記設定値設定手段により設定された設定値を示すデータをゲームの進行
を制御するためのデータが記憶されるワーク領域と、データを一時的に格納することが可
能なスタック領域と、が少なくとも割り当てられたデータ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）と、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）に記憶されているデータが正常か否かを判定する
記憶データ判定手段（ＲＡＭパリティの判定及び破壊診断用データの判定）と、
　前記記憶データ判定手段により前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）に記憶されている
データが正常ではないと判定されたときに、ゲームの進行を不能化する不能化手段（ＲＡ
Ｍ異常エラー）と、
　前記不能化手段により前記ゲームの進行が不能化された状態（ＲＡＭ異常エラーに伴う
エラー状態）において、前記設定操作手段の操作に基づいて前記設定値設定手段により前
記設定値が新たに設定されたこと（設定変更処理により新たに設定値が選択・設定された
こと）を条件に、前記ゲームの進行が不能化された状態を解除し、ゲームの進行を可能と
する不能化解除手段と、
　前記ゲームの進行を制御する遊技制御手段（メイン制御部４１）が使用中のデータを前
記スタック領域に退避するデータ退避手段と、
　前記退避手段により前記スタック領域に退避したデータを前記遊技制御手段（メイン制
御部４１）が使用するデータとして復帰させるデータ復帰手段と、
　前記スタック領域のうち前記データ退避手段により退避したデータが記憶されていない
未使用スタック領域を特定する未使用スタック領域特定手段と、
　前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）における記憶領域の少なくとも一部を初期化する
初期化手段（ＲＡＭ４１ｃの初期化）と、
　通常ゲーム（通常遊技状態）において前記特別入賞（ビッグボーナス）が発生したとき
に特別遊技状態（ビッグボーナス）に移行させる特別遊技状態移行手段（ＣＰＵ４１ａは
、ビッグボーナス入賞時にビッグボーナスへ移行させる制御を行う）と、
　前記特別遊技状態において前記遊技用価値の付与を伴う付与入賞（小役）が前記通常ゲ
ームよりも高い確率で発生する特別ゲーム（レギュラーボーナス）に所定期間（１２ゲー
ムに到達するか、８回入賞するまでの期間）制御する特別ゲーム制御手段（ＣＰＵ４１ａ
は、ビッグボーナス中にレギュラーボーナスへ移行させる制御を行い、１２ゲームに到達
するか８回入賞すると終了させる制御を行う）と、
　を備え、
　前記判定領域に入力される判定用数値データ（内部抽選用の乱数）は、前記設定値設定
手段により設定された設定値の種類に関わらずに同一の範囲（０～１６３８３）内で更新
され、
　前記範囲特定データ記憶手段は、前記事前決定手段により前記特別入賞（特別役）と前
記一般入賞（一般役）の両方の発生を許容する旨が決定される判定値の個数を示す重複範
囲特定データを含む、複数の範囲特定データを記憶するものであって、該複数の範囲特定
データのうち第１の範囲特定データを前記複数種類の設定値に共通して格納する第１格納
領域と、該複数の範囲特定データのうち前記第１の範囲特定データと異なる第２の範囲特
定データを前記設定値の種類毎に個別に格納する第２格納領域とを含み、
　前記第２格納領域は、前記設定値の種類に関わらずに同じ判定値の個数を示す範囲特定
データを個別に格納する同数格納領域と、前記設定値の種類に応じて異なる判定値の個数
を示す範囲特定データを個別に格納する異数格納領域とを含み、
　前記事前決定手段は、
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　前記設定値設定手段により設定された種類の設定値に対応して前記範囲特定データ記憶
手段に記憶された複数の範囲特定データによりそれぞれ示される判定値の個数を示すデー
タ（判定値数）を、順次、前記判定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱
数）から減算する減算手段と、
　前記減算手段の減算結果が前記所定の範囲（０～１６３８３）を越えたときに、前記判
定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱数）が、該所定の範囲を越えたと
きに判定値の個数を示すデータ（判定値数）を減算対象としていた範囲特定データにより
特定される判定値の範囲に含まれると判定する範囲判定手段と、
　を含み、
　前記範囲判定手段の判定結果に応じて前記複数種類の入賞の発生を許容するか否かを決
定するとともに、前記判定領域に入力された判定用数値データ（内部抽選用の乱数）が前
記重複範囲特定データにより特定される判定値の範囲に含まれると前記範囲判定手段によ
り判定されたときには、前記特別入賞（特別役）と前記一般入賞（一般役）の両方の発生
を許容する旨を決定し、
　前記初期化手段は、前記データ記憶手段（ＲＡＭ４１ｃ）の記憶領域における前記未使
用スタック領域特定手段により特定される未使用スタック領域を１ゲーム毎（ゲーム終了
時）に初期化し、
　前記特別ゲーム制御手段は、前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了
し、該特別ゲームの制御が終了したときに、前記特別ゲームの制御を再開する（ＣＰＵ４
１ａは、ビッグボーナス中のレギュラーボーナス終了時に、再度レギュラーボーナスに移
行させる制御を行う）
　ことを特徴としている。
【手続補正１６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５８７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５８７】
　本発明の請求項６に記載のスロットマシンは、請求項４または５に記載のスロットマシ
ンであって、
　前記特別ゲーム制御手段は、
　前記所定期間が満了しているか否かに関わらず前記特別遊技状態の終了とともに前記特
別ゲームの制御を終了するとともに（ＣＰＵ４１ａは、レギュラーボーナスの終了条件が
成立したか否かに関わらず、ビッグボーナス中のメダルの払出総数が４６６枚に到達した
ときにビッグボーナスを終了させる制御を行う）、
　前記特別ゲームの制御が開始してから前記所定期間が満了し、該特別ゲームの制御が終
了したときに、前記特別遊技状態の終了条件が成立したか否かの判定が行われた後、該特
別遊技状態の終了条件が成立していないと判定された場合のみ前記特別ゲームの制御を再
開する（ＣＰＵ４１ａは、ビッグボーナス中のメダルの払出総数が４６６枚に到達したか
否かの判定を行った後、４６６枚に到達していないと判定したときに、再度レギュラーボ
ーナスに移行させる制御を行う）
　ことを特徴としている。
【手続補正１７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０５８８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０５８８】
　本発明の請求項７に記載のスロットマシンは、請求項１～６のいずれかに記載のスロッ
トマシンであって、
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　前記特別ゲームに制御されている旨を示す特別ゲーム信号を外部出力するための制御を
行う外部出力制御手段（ＣＰＵ４１ａは、レギュラーボーナス中にその旨を示すＲＢ中信
号を外部出力信号として出力する制御を行う）を備え、
　前記外部出力制御手段は、前記特別ゲームが終了し、再度特別ゲームに制御されるとき
に、前記特別ゲーム信号の出力を所定時間停止した後、再度出力を開始する制御を行う（
ＣＰＵ４１ａは、レギュラーボーナスを作動させる際に出力待ち時間が経過するまでＲＢ
中信号の出力を停止し（ＯＦＦの状態とし）、出力待ち時間が経過してから出力を開始す
る（ＯＮの状態とする））
　ことを特徴としている。
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